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『街響楽団』よりメッセージ
こんにちは！街に心地よい音楽を響かせ賑わいを創出したい♪そんな

コンセプトで6年前にまちづくり協議会関係者で結成された『街響楽団』
です。こだわりの楽器で、良き時代のメローなサウンドを目指し日夜練習
に励んでおります。当日は、なつかしのＪ－ＰＯＰを中心に、歌あり♪
インストあり♪午後のひととき、おとな時間をゆったり楽しめる演奏が、
出来たら良いな～！って思っています。

ここで、街響楽団のテーマ曲として、いつもライブ冒頭で演奏している
曲♪ハモンドオルガンのフレーズが印象的なプロコルハルム（イギリスの
ロックバンド）の「青い影」（1967年リリース）をご紹介します。

この曲は、生前のジョン・レノンも「人生でベスト3に入る曲」と語り、
松任谷由実はこの曲をきっかけに音楽を自作するようになり、山下達郎は
レコードを購入した日に100回は聴いたとの逸話が残る世界的な名曲です。
それでは、ライブで皆様にお会いできるのを楽しみにしておりますm(__)m

みんなで歌って健康に♪

と き：１２月１日（日）１３：３０～１６：００
ところ：荒川地区公民館
第１部：調査報告会

１．荒川総合運動公園周辺の地層から見た、あらかわ大地のおいたち 森川 信夫
２．高坪山に見られる岩石や丘陵周辺に見られる炭化樹木等について 金子 一
３．高坪山の生い立ちと、地震・洪水に対するあらかわの大地 佐藤 和平

第２部：講演会
演 題：「鉱物資源とその利用」
講演者：クレーストーン博士の館 館長 小川 孝雄さん

問合せ：あらかわ大地の会 佐藤 ℡090-7727-4001



１０月２０日に、切田区で
『令和初の大収穫祭＆芋煮会』が
開催されました。
今年で３回目となる大収穫祭には、集落の住民約１００名が参加し、

切田区で採れた蕎麦やお米などの農作物をチームワーク良く調理し、
小学生の『いただきます』のかけ声で大宴会がスタートしました。
この後は、抽選会などの催しものを楽しみ、最後はみんなで片づけを

行い、住民同士の親睦を深めているのが印象的でした。

１０月２７日に、新潟県の名⽔サミットが荒川地区公⺠館で開催されました。

県内の清流や湧き⽔などの魅力を発信しようと行われたもので、金屋小学校
４・５年生が清流荒川の⽔質調査や絶滅危惧種に指定されている⽔辺の生き物
などについて発表し、美しい自然をみんなで守る
ために自分たちでできる事を参加者に訴えました！

また、会場では⽔質検査や⽔深を測る方法などに
ついて、担当者から熱心に話を聞いていました。

編集補記：絶滅危惧種の生物は恐らくトミヨと思われる。
せっかくなので大事に守っていきたいですね。

１０月２９日に、村上地域振興局で人口減少に伴う地域の現状や、これからの
まちづくりなどについて話し合うワークショップが開催されました。あらかわ地区
まちづくり協議会からは、松本理事長と鈴木支援情報部会長、事務局員の合計３名が
参加しました。
村上市の人口減少の現状については、全国平均と比べると特に深刻で、約２５年先の日本の姿がここにある
という現実を学びました。来月開催のワークショップでは、こうした状況下において、個人や家族、集落そして
地域活動の在り方について意見交換を行う予定です。

新潟県事業「『新潟県の名⽔』サミット in 村上・関川」





編集補記：ＨＰやＳＮＳの活用は支援・情報部会で前々から
課題となってますが、なかなか手が回らず事務局に任せてし
まっている状態であったりします。いじりたい人が居たら
是非とも当部会にご参加下さい。当紙もそうですが、もっと
色々やれることはあります。私が怠慢なのも問題ですね…


